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四国八十八ヶ所霊場マップ
（十八番から、二十一番）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
初
夏
の

五
月
。
暑
い
日
も
増
え
て
き
ま
し
た

ね
。
さ
て
、
紙
上
遍
路
の
今
年
の
か

わ
ら
版
。
で
は
出
発
。

★
玉
依
御
前
（
た
ま
よ
り
ご
ぜ
ん
）

   

先
月
号
は
十
八
番
札
所
母
養
山
恩

山
寺
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ
り

ま
し
た
。

   

お
大
師
様
が
こ
の
寺
で
修
行
中
、

生
母
玉
衣
御
前
が
讃
岐
か
ら
訪
ね
て

き
ま
し
た
。

   

し
か
し
寺
は
女
人
禁
制
。
お
大
師

様
は
仁
王
門
近
く
で
滝
に
打
た
れ
て

十
七
日
間
の
秘
法
を
行
い
、
女
人
解

禁
の
願
い
を
成
就
し
て
御
前
は
無
事

入
山
。

   

お
大
師
様
は
生
母
に
孝
養
を
尽
く

し
、
御
前
は
感
謝
の
証
に
剃
髪
し
て

そ
の
髪
を
奉
納
。
今
も
お
大
師
様
が

彫
っ
た
御
母
公
（
ご
ぼ
こ
う
）
像
と

御
前
の
髪
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
阿
波
の
関
所

   

恩
山
寺
か
ら
約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
十
九
番
札
所
の
橋
池
山
（
き

ょ
う
ち
さ
ん
）
立
江
寺
は
四
つ
あ
る

関
所
の
ひ
と
つ
。
阿
波
の
関
所
と
呼

ば
れ
ま
す
。

   

邪
心
を
も
っ
た
人
は
関
所
で
お
大

師
様
の
お
咎
め
を
受
け
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

   
か
つ
て
罪
を
犯
し
た
女
の
髪
を
巻

き
上
げ
た
鐘
が
残
る
黒
髪
堂
も
あ
り
、

無
事
に
参
拝
を
終
え
る
と
、
お
遍
路

さ
ん
も
「
お
関
所
が
済
ん
だ
」
と
言

っ
て
ホ
ッ
と
ひ
と
息
。

   

行
基
が
光
明
皇
后
の
安
産
を
祈
願

し
て
彫
っ
た
小
さ
な
念
持
仏
を
、
後

に
お
大
師
様
が
彫
像
し
た
高
さ
一
・

九
メ
ー
ト
ル
の
延
命
地
蔵
の
中
に
納

め
、
ご
本
尊
と
し
て
い
ま
す
。

★
お
鶴
さ
ん

   

さ
て
、
十
九
番
札
所
か
ら
約
十
五
・

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
徒
歩
で
四
時
間

以
上
か
か
る
の
が
二
十
番
札
所
の
霊

鷲
山
（
り
ょ
う
じ
ゅ
ざ
ん
）
鶴
林
寺
。

   

お
釈
迦
様
が
数
多
く
説
法
を
行
っ

た
イ
ン
ド
の
霊
鷲
山
（
り
ょ
う
じ
ゅ

せ
ん
）
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す

る
山
号
で
す
。

   

イ
ン
ド
の
霊
鷲
山
は
一
九
○
三
年

（
明
治
三
六
年
）
、
日
本
の
大
谷
光

瑞
（
本
願
寺
法
主
）
探
検
隊
が
発
見
。

後
に
、
イ
ン
ド
政
府
の
調
査
に
基
づ

き
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

   

阿
波
の
霊
鷲
山
は
標
高
五
百
七
十

メ
ー
ト
ル
。
険
し
い
山
道
が
続
き
ま

す
。

   

お
大
師
様
が
こ
の
寺
で
修
行
中
、

雌
雄
二
羽
の
白
鶴
が
い
つ
も
飛
来
。

小
さ
な
お
地
蔵
様
を
見
守
る
よ
う
に

老
杉
に
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
因
ん

で
鶴
林
寺
と
命
名
。
お
遍
路
さ
ん
に

は
お
鶴
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

   

十
八
・
十
九
番
札
所
は
い
ず
れ
も

天
正
の
兵
火
に
遭
い
ま
し
た
が
、
鶴

林
寺
は
山
頂
の
難
所
に
あ
る
た
め
、
難

を
逃
れ
ま
し
た
。

   

遠
く
紀
州
や
淡
路
の
山
々
や
太
平

洋
を
望
め
る
風
光
明
媚
な
景
勝
地
。

お
薦
め
で
す
。

★
西
の
高
野

   

二
十
番
札
所
か
ら
距
離
で
は
約
六
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
二
十
一
番
札
所

の
舎
心
山
太
龍
寺
（
た
い
り
ゅ
う
じ
）
。

   

し
か
し
、
鶴
林
寺
か
ら
下
山
し
て

那
賀
川
を
渡
り
、
霊
鷲
山
よ
り
も
険

し
い
山
道
を
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
登

り
ま
す
。
時
間
で
は
三
時
間
以
上
か

か
り
ま
す
。

   

お
大
師
様
二
十
四
歳
の
時
の
著
作

三
教
指
指
（
さ
ん
ご
う
し
い
き
）
に
、

境
内
奥
の
舎
心
嶽
（
し
ゃ
し
ん
が
た

け
）
の
岩
上
で
、
虚
空
蔵
求
聞
持
法

（
こ
く
う
ぞ
う
ぐ
も
ん
じ
ほ
う
）
に

よ
る
難
行
を
百
日
間
行
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
名
刹
で
す
。

   

四
国
山
脈
の
東
南
端
に
位
置
し
、
西

の
高
野
と
も
称
さ
れ
ま
す
。

   

お
遍
路
さ
ん
に
と
っ
て
屈
指
の
難

所
で
し
た
が
、
平
成
四
年
に
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
が
開
通
。
全
長
二
七
七
五
メ

ー
ト
ル
で
西
日
本
最
長
で
す
。
と
は

い
え
、
健
脚
自
慢
の
方
は
是
非
徒
歩

で
。
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。

★
修
行
の
道
場

   

紙
上
遍
路
も
は
や
五
ヶ
月
。
来
月

は
二
十
二
番
札
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

す
が
、
二
十
二
・
二
十
三
番
を
参
拝

す
る
と
阿
波
の
発
心
の
道
場
を
打
ち

終
え
ま
す
。

   

二
十
四
番
か
ら
は
土
佐
に
入
り
、

修
行
の
道
場
と
な
り
ま
す
。
太
平
洋

の
大
海
原
を
眺
め
な
が
ら
の
お
遍
路

旅
。
わ
く
わ
く
し
ま
す
ね
。
乞
ご
期

待
。

川県川県

五
・

間霊林
寺
。
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四国八十八
（十八番か

20 19

21

二十一番 舎心山太龍寺

二十番霊鷲山鶴林寺

十八番 母養山恩山寺

十九番 橋池山立江寺


